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　A地質的な面より考えると，読書村を含む南木曾一幣

は，雨に最ももろ’い花嵩岩質で出来ており，長年の風

化，侵蝕作用によって表土が運搬され，田腹六合目以上

は，ほとんど350～450にi達する岩盤となっている．従

ってこれらの地域は崖錐の限度をはるかにこえているの

で1極めて危瞼であり，本年崩壌した伊勢小屋沢はもち

ろん，傾斜角300以上の谷川に面した地域は，地形的に

いっても常にその対策を考えておかなくてはならない．

また伊勢小屋沢にみるよろに，節理はことごとく谷口に

向っている所よりみると，同じ風化度の地点でも節理の

方向によって，危瞼が一暦大きいわけである．

　B　本年のよろに長雨の場合は，一層急激に風化作用

が行なわれるから，連日の雨量1001nmを越えた場合

は，まず危瞼状態にあると考えなくてはならない．7月

20日の様に200mmを越えた時は，完全に崩壌すると考

えて良い．

　C、伊勢小屋沢で木の生えていない岩山が崩壌を始め

たことから考えて見て，また谷底に生えている木は急斜
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面め谷ではあまり支えになることはできないと考えられ　　　・

るから，はだか山は特に危瞼である．・

2防止方法
　A　植林によって水源を守るとい5方法も考えられる

汎読書村の特に危瞼覗されている伊勢山，南木曾山等

は六合目以上は表土が浅く植林不可能であるから伐木し

ない事が第一である．　　　　　　　　　　　　　　　　，ウ

　B　上の考えに基ずいて六合目以上の崩壌防止には，

谷川の集水地域と崩壌の場合とを加昧してそれを防ぎ得

る堰堤を築くことが必要である．この場合川下に築いた

のでは何の役にもたたないから，崩壌危瞼区域．（傾斜角

300を越える地点）まで，岩盤の硬度をみて，100mに

1本位づつ堰堤をいれる事が理想である．

　C　村で係員を作り風化の度と危瞼の度を雨期前に調　　　、

べ主要な山頂隻自記雨量計を置いてたえず水源の状態をψ

知って，崩壌剛にその危瞼を知って警報を出す事がたい

せつである．
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そめいよしの開花日塗での

積算温度の一考察
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　もし，そめいよしのが開花するまでのある期間におい

て写積算気温が一定値を示すよろな傾向にあると仮定す

れば，このある期間は次のよ5なものを考えて計算して

いけば見出されるであろろ．

　ある日から開花日までの積算気温（日李均気温の）を

Aとする』年をゼ，日をブで示し日李均気温を’とす

ると，遼のとる値は，
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　ある日から開花日までのみの累年李均値を物とす

ると，

　　　　　　　　1　　．　　　　　　　　　　　　　　　1ル
　　　　　ln」＝万（Σ∫1プ＋Σi2’＋Σ∫3プ＋●●●。●’Σ嫉証1¢フ

熱㌣い　　となる．

　　　　　　バ〈雛4教舞ヱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　万・Σi¢ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ＝1

　　　≧牢めて・恥なるものを考えてみる・

　　　　動は積算気温の年亭均からの偏差の自乗を年李均の

　　　．』，鎚㌧、『’』　　　　 　r』㌧．・．，

・一直へ，・

　　．．議

．㍗

22

萄0

坦

1β

14

E112

1ρ

．8

．6

鴻

．2

←4月10日起日の1毎

　　　　　　　＼

←一閉花日起日のE｝

＼
0　　　　　10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　・　　50　　　　　60　　　　　70　　　　　8b・

　　　　　　　　　　日

第1図EJが小さくなるほど積算気温は一定一
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　　　自乗で割ったものになる．易は開花日からさかのぼっ

　　　た各日数ごとの値を求めるごとができる．そして積算気

　　　温ハがハ自身の値に対して一定値に近づくほど，易は

　　　一小さくなってゆく．

　　　　そめいよしのが開花するまでのある期間において，積

　　　算気温が一定値をとるよ、うになるかどろか？これは，易

　　　の日数による変化を調べて見ればある程度見当づげるこ

　　　とができそろである．

　　　　筆者は先に　そめいよしのの開花日が気灘の影響を5

　　　げる期間を相関係数を用いて求めておいた．〔1〕その中

　　　で宇都宮の場合は，開花日前約50日間という結果であ

　　　・）た．

　　　　ここでまたその同じ宇都宮の資料（22年聞）を用い

　　　て，そめいよしのの開花日を起日とした動を逐日計算
心してみた．第1図下方の曲線がそれで，8。日間の変化

　　　を示している．これを見ると13日と49日に意昧ありげ

　　　な極小が出ている．最小は49日の方に見られこの日数は

　　　先に別な方法で求めた約50日といろのとほとんど一致す

　　　る．このごとを換言すると，そめいよしのの開花日と気

／　　温が最も大きい相関を有する期間においては，積算気温

　　　もまた最も一定値に近づいている，といろことになる．，

　　　　けれども，易が49日において最小値を示していると

　　　い5ことは，開花日とは無関係な何か他の要因によるも

　　　のであるかも知れない．このことを確めるためにほ，開一

　　　花日を考えに入れないでEゴの逐日変化を調べる必要が
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　以前，古田氏〔2〕は”桑の発芽と気温との関係”にお　，、1

いて，同じよ5な方法を試みられているが，30日間り　，搭

繋薯蕪雛榛噸雛ち無1講
るところの発芽日を考慮しない場合の曲線とい5のは・予，灘
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に対する鵬撰にし宅くるといにとも考えら嫡で薫，1

あろ5．従来，開花，発芽現象における積算温度の計算、岬譲1

値が種々の最鯉度腿んでもなお不畷であった琵螺
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　口絵の写眞1は昨年

7月26日10時頃に尾

瀬ケ原の上田代にて

酒井弘氏によりあやめ

の李上方に撮影された

もので，口絵写眞2に

示すものはそれより5

分前に撮影され，この

間にカラー系ライドが

4枚あるからこの種の

雲の研究資料として貴

重なものである．叉自

絵写眞3は14時孚頃
に至仏頂上より同じ雲

を写したものである．酒井氏の言によれば，これら砂雲i海

はプヵリ．・プヵリとくらげのよろに泳いで来たといろ・

第1図を見ると・日欄囎麟の後面と雑纈
居て，第2図のよ旅弥・北西風が吹いて居る・上暦天

気図（第4図）を見ると，小笠原高気圧がよく発達しっ㌧，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ薩だけ鰯い内陸低気圧となっている・普通夏の臨糠．i

圧撚で上暦風が北寄り鱗ると融でをま爽醜鰍りい1課

よろな天候を経験するものである・したがって当日もぞ・1。1

5であったろ5．前橋の天気変化図（第5図）を見ると1 輪
日中晴れで，7時には翻凱8時から高翻懇

われ，9時から積雲が浮び出し，高積雲は14時に潰え．

ている・2塒に瞭雨があったが・天気は続いている・も灘

の雲は・嚇であるからこれと同じ高積雲であろ5・「1磯．、縄

3・頒の顎3には少し残っていやだけであ鱗「蚤繍
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